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  (百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 28,699 △2.1 958 △22.8 797 △35.4 155 － 

28年３月期第２四半期 29,327 4.0 1,241 36.5 1,235 34.5 △1,484 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 △837 百万円 （-％）   28年３月期第２四半期 △2,151 百万円 （-％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 17.32 12.49 

28年３月期第２四半期 △170.67 - 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 30,009 6,346 20.9 523.46 

28年３月期 31,500 7,238 22.7 623.25 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 6,266 百万円   28年３月期 7,166 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 5.00 － 0.00 5.00 

29年３月期 － 0.00       

29年３月期（予想）     － 0.00 0.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 56,840 △4.0 1,430 △39.4 1,180 △46.8 230 － 25.54 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

(注)詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報(注記情報)に関する事項(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」

をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 9,149,400 株 28年３月期 9,149,400 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 144,608 株 28年３月期 143,418 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 9,005,642 株 28年３月期２Ｑ 9,009,179 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期連結短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期

財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関す

る定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 



（参考）個別業績の概要及び種類株式の配当の状況 
 
１．平成29年３月期第２四半期の個別業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）個別経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 11,365 △1.2 △264 － △405 － △1,120 － 

28年３月期第２四半期 11,508 △15.1 △349 － 1,302 298.4 △601 － 

 
２．種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たりの配当金の内訳は以下のとおりです。 

Ａ種優先株式 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 - 355,000.00 - 355,000.00 710,000.00 

29年３月期 - 355,000.00      

29年３月期（予想）     - 355,000.00 710,000.00 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

（４）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

 

ダイヤモンド電機㈱（6895）平成29年３月期　第２四半期決算短信

 - 1 - 



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）の世界経済は、米国では個人消費を中心に

堅調に推移し、欧州では英国のＥＵ離脱が経済に与える影響が限定的なものであったことから、先進国における経

済は緩やかな回復基調となりました。又、中国・新興国では経済の減速感が緩和されたことから、全体的に緩やか

な回復基調となりました。一方国内では、政府主導による経済対策により足元の景気を下支えしているものの、円

高・ドル安の影響が懸念されます。 

このような状況の下、当社グループは、北米・アジアを中心に成長が見込める海外市場に重点を置き、売上拡

大、調達及び生産の合理化に努めてまいりました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、円高の影響を吸収できず、286億99百万円（前年同期比2.1％減）、営業

利益は９億58百万円（前年同期比22.8％減）、経常利益は、為替差損等の発生により、７億97百万円（前年同期比

35.4％減）、となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は１億55百万円（前年同期の親会社株主に帰属す

る四半期純損失14億84百万円）となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりです。

① 自動車機器事業

自動車機器事業は、国内市場の落ち込みを、北米、欧州、アジアを中心とした海外市場が好調に推移したもの

の円高の影響により、売上高210億74百万円（前年同期比4.2％減）となりました。利益面でも、円高の影響を吸

収できず、セグメント利益は17億64百万円（前年同期比13.3％減）となりました。 

② 電子機器事業 

 電子機器事業につきましては、アジアを中心とした海外市場の売上げが減少したものの、国内市場が堅調に推

移した結果、売上高は75億98百万円（前年同期比3.6％増）となりました。利益面は、円高の影響を吸収でき

ず、セグメント利益は１億13百万円（前年同期比59.3％減）となりました。 

③ その他 

物流事業等を行うダイヤモンドビジネス株式会社の事業セグメントは、当第２四半期連結累計期間の売上高は

27百万円（前年同期の売上高は７百万円）、セグメント損失は１億８百万円(前年同期のセグメント損失は27百

万円)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は300億９百万円となり、前連結会計年度末に比べて14億90百万円減少し

ました。主な増加は、現金及び預金４億71百万円、その他流動資産２億59百万円であり、主な減少は、受取手形及

び売掛金10億95百万円、商品及び製品２億40百万円、建物及び構築物３億11百万円によるものであります。

負債は236億63百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億97百万円減少しました。主な増加は、短期借入金

９億95百万円、賞与引当金２億13百万円、繰延税金負債２億30百万円、主な減少は、支払手形及び買掛金３億円、

長期借入金４億30百万円、長期未払金９億93百万円であります。

純資産は63億46百万円となり、前連結会計年度末に比べて８億92百万円減少しました。主な増加は、利益剰余金

１億55百万円、主な減少は、為替換算調整勘定９億95百万円であります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の22.7％から20.9％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表しました連結業績予想を修正

しております。詳細につきましては、本日（11月14日）開示いたしました「平成29年３月期第２四半期累計期間

業績予想と実績の差異及び平成29年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

なお、通期の連結業績予想にあたっての下期の為替は、１米国ドル＝100円、１ユーロ＝110円を前提として策

定しております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影

響は軽微であります。 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,200 3,672 

受取手形及び売掛金 8,760 7,664 

電子記録債権 232 251 

商品及び製品 1,980 1,739 

仕掛品 462 390 

原材料及び貯蔵品 3,065 2,987 

繰延税金資産 144 70 

その他 1,442 1,701 

貸倒引当金 △14 △14 

流動資産合計 19,274 18,464 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,706 2,394 

機械装置及び運搬具（純額） 3,808 3,916 

土地 2,363 2,293 

建設仮勘定 1,174 948 

その他（純額） 666 692 

有形固定資産合計 10,719 10,245 

無形固定資産 282 226 

投資その他の資産    

投資有価証券 671 608 

関係会社株式 9 9 

長期貸付金 7 4 

繰延税金資産 178 98 

退職給付に係る資産 161 180 

その他 223 201 

貸倒引当金 △29 △30 

投資その他の資産合計 1,223 1,072 

固定資産合計 12,225 11,545 

資産合計 31,500 30,009 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,486 8,186 

電子記録債務 941 1,102 

短期借入金 2,332 3,328 

1年内返済予定の長期借入金 1,501 1,443 

リース債務 152 123 

未払金 2,839 2,747 

未払法人税等 109 139 

賞与引当金 347 561 

その他 993 825 

流動負債合計 17,703 18,457 

固定負債    

長期借入金 3,902 3,472 

リース債務 314 257 

長期未払金 1,821 827 

退職給付に係る負債 242 239 

資産除去債務 109 109 

繰延税金負債 16 246 

その他 151 53 

固定負債合計 6,557 5,206 

負債合計 24,261 23,663 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,190 2,190 

資本剰余金 5,383 5,330 

利益剰余金 △270 △114 

自己株式 △67 △68 

株主資本合計 7,235 7,337 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 47 24 

繰延ヘッジ損益 △0 2 

為替換算調整勘定 29 △966 

退職給付に係る調整累計額 △145 △131 

その他の包括利益累計額合計 △69 △1,070 

非支配株主持分 72 79 

純資産合計 7,238 6,346 

負債純資産合計 31,500 30,009 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 29,327 28,699 

売上原価 23,567 23,722 

売上総利益 5,759 4,977 

販売費及び一般管理費 4,518 4,019 

営業利益 1,241 958 

営業外収益    

受取利息 13 13 

受取配当金 14 7 

為替差益 52 - 

補助金収入 23 15 

その他 10 35 

営業外収益合計 114 72 

営業外費用    

支払利息 51 49 

為替差損 - 140 

支払手数料 25 23 

その他 43 18 

営業外費用合計 120 233 

経常利益 1,235 797 

特別利益    

固定資産売却益 5 4 

投資有価証券売却益 502 53 

受取和解金 - 202 

特別利益合計 508 260 

特別損失    

固定資産売却損 10 0 

固定資産除却損 0 3 

投資有価証券評価損 - 22 

減損損失 - 12 

独禁法関連損失 3,022 100 

特別損失合計 3,032 139 

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
△1,289 918 

法人税等 192 754 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,481 164 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 8 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
△1,484 155 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,481 164 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △370 △23 

繰延ヘッジ損益 - 3 

為替換算調整勘定 △300 △995 

退職給付に係る調整額 1 14 

その他の包括利益合計 △670 △1,001 

四半期包括利益 △2,151 △837 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,154 △845 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 8 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３  

自動車機器

事業 
電子機器 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 21,987 7,332 29,319 7 29,327 - 29,327 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
- - - 476 476 △476 - 

計 21,987 7,332 29,319 483 29,803 △476 29,327 

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,035 278 2,314 △27 2,287 △1,046 1,241 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益調整額1,046百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用1,046百万円

であります。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３  

自動車機器

事業 
電子機器 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 21,074 7,598 28,672 27 28,699 - 28,699 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
- - - 365 365 △365 - 

計 21,074 7,598 28,672 392 29,065 △365 28,699 

セグメント利益 

又は損失（△） 
1,764 113 1,877 △108 1,769 △810 958 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益調整額810百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用810百万円であ

ります。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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